
科　目

担当教員 下村 憲司朗 教授

対象学年等

学習・教育目標 A2(100%)

到　達　目　標 達成度 到達目標別の評価方法と基準の評価方法と基準評価方法と基準と基準基準

1

2

3

4 核酸の種類，構造について記述できるかを中間試験と定期試験で評価する．の種類，構造について記述できるかを中間試験と定期試験で評価する．種類，構造について記述できるかを中間試験と定期試験で評価する．について記述できるかを中間試験と定期試験で評価する．記述できるかを中間試験と定期試験で評価する．できるかを中間試験と定期試験で評価する．中間試験と定期試験で評価する．と定期試験で評価する．定期試験と定期試験で評価する．で評価する．する．

5

6

7 高等緑色植物の光合成の仕組みを記述できるかを定期試験で評価する．の種類，構造について記述できるかを中間試験と定期試験で評価する．光合成の仕組みを記述できるかを定期試験で評価する．の種類，構造について記述できるかを中間試験と定期試験で評価する．仕組みを記述できるかを定期試験で評価する．みを中間試験と定期試験で評価する．記述できるかを中間試験と定期試験で評価する．できるかを中間試験と定期試験で評価する．定期試験と定期試験で評価する．で評価する．する．

8 　 　

9 　 　

10 　 　

総合評価

テキスト

参考書

関連科目

神戸市立工業高等専門学校 2026年度シラバスシラバス

生物の光合成の仕組みを記述できるかを定期試験で評価する．化学Ⅰ (Biochemistry I)

応用化学科・4年・前期・必修・2単位【講義】 ( 学修単位II )

授業のの評価方法と基準
概要と方針と基準方針

生物の光合成の仕組みを記述できるかを定期試験で評価する．化学は生物工学分野における高度な知識や技術を理解するためには必須の科目である．本講義では，生体を構成す生物の光合成の仕組みを記述できるかを定期試験で評価する．工学分野における高度な知識や技術を理解するためには必須の科目である．本講義では，生体を構成すにおける高度シラバスな知識や技術を理解するためには必須の科目である．本講義では，生体を構成す知識や技術を理解するためには必須の科目である．本講義では，生体を構成すや技術を理解するためには必須の科目である．本講義では，生体を構成す技術を理解するためには必須の科目である．本講義では，生体を構成すを中間試験と定期試験で評価する．理解するためには必須の科目である．本講義では，生体を構成すするためには生物工学分野における高度な知識や技術を理解するためには必須の科目である．本講義では，生体を構成す必須の科目である．本講義では，生体を構成すの種類，構造について記述できるかを中間試験と定期試験で評価する．科目である．本講義では，生体を構成すである．本講義では生物工学分野における高度な知識や技術を理解するためには必須の科目である．本講義では，生体を構成す，生体を構成すを中間試験と定期試験で評価する．構成の仕組みを記述できるかを定期試験で評価する．す
る主な生体分子について，その種類，化学構造の特徴と化学的性質，そして生体内での主な役割を説明する．また，主要物な知識や技術を理解するためには必須の科目である．本講義では，生体を構成す生体を構成す分子について，その種類，化学構造の特徴と化学的性質，そして生体内での主な役割を説明する．また，主要物について記述できるかを中間試験と定期試験で評価する．，その種類，構造について記述できるかを中間試験と定期試験で評価する．種類，化学構造について記述できるかを中間試験と定期試験で評価する．の種類，構造について記述できるかを中間試験と定期試験で評価する．特徴と化学的性質，そして生体内での主な役割を説明する．また，主要物と定期試験で評価する．化学的性質，そして記述できるかを中間試験と定期試験で評価する．生体を構成す内での主な役割を説明する．また，主要物での種類，構造について記述できるかを中間試験と定期試験で評価する．主な生体分子について，その種類，化学構造の特徴と化学的性質，そして生体内での主な役割を説明する．また，主要物な知識や技術を理解するためには必須の科目である．本講義では，生体を構成す役割を説明する．また，主要物を中間試験と定期試験で評価する．説明する．また，主要物する．また，主な生体分子について，その種類，化学構造の特徴と化学的性質，そして生体内での主な役割を説明する．また，主要物要物の光合成の仕組みを記述できるかを定期試験で評価する．
質の種類，構造について記述できるかを中間試験と定期試験で評価する．代謝についても解説する．について記述できるかを中間試験と定期試験で評価する．も解説する．解するためには必須の科目である．本講義では，生体を構成す説する．

【A2】糖質の種類，構造について記述できるかを中間試験と定期試験で評価する．化学構造について記述できるかを中間試験と定期試験で評価する．について記述できるかを中間試験と定期試験で評価する．理解するためには必須の科目である．本講義では，生体を構成すできる．
糖質の種類，構造について記述できるかを中間試験と定期試験で評価する．種類，基本構造について記述できるかを中間試験と定期試験で評価する．，またそれらが関与する化学反応について記述できる関与する化学反応について記述できるする化学反応について記述できるかを中間試験と定期試験で評価する．記述できるかを中間試験と定期試験で評価する．できる
かを中間試験と定期試験で評価する．中間試験と定期試験で評価する．と定期試験で評価する．レポートで評価する．で評価する．する．

【A2】アミノ酸，タンパク質の化学構造と生体内反応について理解できる．酸の種類，構造について記述できるかを中間試験と定期試験で評価する．，タンパク質の化学構造と生体内反応について理解できる．質の種類，構造について記述できるかを中間試験と定期試験で評価する．化学構造について記述できるかを中間試験と定期試験で評価する．と定期試験で評価する．生体を構成す内での主な役割を説明する．また，主要物反応について記述できるかを中間試験と定期試験で評価する．理解するためには必須の科目である．本講義では，生体を構成すできる．
アミノ酸，タンパク質の化学構造と生体内反応について理解できる．酸の種類，構造について記述できるかを中間試験と定期試験で評価する．や技術を理解するためには必須の科目である．本講義では，生体を構成すタンパク質の化学構造と生体内反応について理解できる．質の種類，構造について記述できるかを中間試験と定期試験で評価する．種類と定期試験で評価する．基本構造について記述できるかを中間試験と定期試験で評価する．について記述できるかを中間試験と定期試験で評価する．記述できるかを中間試験と定期試験で評価する．できるかを中間試験と定期試験で評価する．中間試験と定期試験で評価する．と定期試験で評価する．
レポートで評価する．で評価する．する．

【A2】酵素の性質，種類，触媒機構について理解できる．の種類，構造について記述できるかを中間試験と定期試験で評価する．性質，種類，触媒機構について記述できるかを中間試験と定期試験で評価する．理解するためには必須の科目である．本講義では，生体を構成すできる．
酵素の性質，種類，触媒機構について理解できる．の種類，構造について記述できるかを中間試験と定期試験で評価する．種類と定期試験で評価する．一般的性質について記述できるかを中間試験と定期試験で評価する．記述できるかを中間試験と定期試験で評価する．でき，ミカエリス-メンテンの種類，構造について記述できるかを中間試験と定期試験で評価する．酵素の性質，種類，触媒機構について理解できる．反応
速度シラバス式を導けるかを中間試験で評価する．を中間試験と定期試験で評価する．導けるかを中間試験で評価する．けるかを中間試験と定期試験で評価する．中間試験と定期試験で評価する．で評価する．する．

【A2】核酸の種類，構造について記述できるかを中間試験と定期試験で評価する．の種類，構造について記述できるかを中間試験と定期試験で評価する．化学構造について記述できるかを中間試験と定期試験で評価する．と定期試験で評価する．生体を構成す内での主な役割を説明する．また，主要物反応について記述できるかを中間試験と定期試験で評価する．理解するためには必須の科目である．本講義では，生体を構成すできる．

【A2】脂質の種類，構造について記述できるかを中間試験と定期試験で評価する．化学構造について記述できるかを中間試験と定期試験で評価する．と定期試験で評価する．生体を構成す内での主な役割を説明する．また，主要物反応について記述できるかを中間試験と定期試験で評価する．理解するためには必須の科目である．本講義では，生体を構成すできる．
脂質の種類，構造について記述できるかを中間試験と定期試験で評価する．種類，基本構造について記述できるかを中間試験と定期試験で評価する．，生体を構成す膜構造について記述できるかを中間試験と定期試験で評価する．，膜輸送について記述できるかを定期試について記述できるかを中間試験と定期試験で評価する．記述できるかを中間試験と定期試験で評価する．できるかを中間試験と定期試験で評価する．定期試
験と定期試験で評価する．と定期試験で評価する．レポートで評価する．で評価する．する．

【A2】細胞の呼吸について理解できる．の種類，構造について記述できるかを中間試験と定期試験で評価する．呼吸について理解できる．について記述できるかを中間試験と定期試験で評価する．理解するためには必須の科目である．本講義では，生体を構成すできる．
グルコースを中間試験と定期試験で評価する．基質と定期試験で評価する．した好気呼吸について理解できる．と定期試験で評価する．嫌気呼吸について理解できる．の種類，構造について記述できるかを中間試験と定期試験で評価する．代謝についても解説する．について記述できるかを中間試験と定期試験で評価する．記述できるかを中間試験と定期試験で評価する．できるかを中間試験と定期試験で評価する．
定期試験と定期試験で評価する．で評価する．する．

【A2】光合成の仕組みを記述できるかを定期試験で評価する．について記述できるかを中間試験と定期試験で評価する．理解するためには必須の科目である．本講義では，生体を構成すできる．

成の仕組みを記述できるかを定期試験で評価する．績は，試験は生物工学分野における高度な知識や技術を理解するためには必須の科目である．本講義では，生体を構成す，試験と定期試験で評価する．85%　レポートで評価する．15%　と定期試験で評価する．して記述できるかを中間試験と定期試験で評価する．評価する．する．な知識や技術を理解するためには必須の科目である．本講義では，生体を構成すお，試験と定期試験で評価する．成の仕組みを記述できるかを定期試験で評価する．績は，試験は生物工学分野における高度な知識や技術を理解するためには必須の科目である．本講義では，生体を構成す中間試験と定期試験で評価する．と定期試験で評価する．定期試験と定期試験で評価する．の種類，構造について記述できるかを中間試験と定期試験で評価する．平均点とする．と定期試験で評価する．する．100点とする．満点とする．
で60点とする．以上を合格とする．を中間試験と定期試験で評価する．合格とする．と定期試験で評価する．する．

「ベーシック質の化学構造と生体内反応について理解できる．マスター生化学」：大山隆 監修・西川一八・清水光弘 共編（オーム社）大山隆 監修・西川一八・清水光弘 共編（オーム社）オーム社）社）
「視覚でとらえるフォトサイエンス生物図録」：数研出版編集部 編（数研出版）でと定期試験で評価する．らえるフォトで評価する．サイエンス生物の光合成の仕組みを記述できるかを定期試験で評価する．図録」：大山隆 監修・西川一八・清水光弘 共編（オーム社）数研出版編集部 編（オーム社）数研出版）

「ヴォートで評価する．　基礎生化学 第5版」：大山隆 監修・西川一八・清水光弘 共編（オーム社）D. Voet ・ J. G. Voet et.al. 著・田宮信雄ら 訳 （東京化学同人）ら 訳 （オーム社）東京化学同人）
「Essential 細胞の呼吸について理解できる．生物の光合成の仕組みを記述できるかを定期試験で評価する．学 第5版」：大山隆 監修・西川一八・清水光弘 共編（オーム社）B. Albrts・K. Hopkin et.al.著・中村桂子について，その種類，化学構造の特徴と化学的性質，そして生体内での主な役割を説明する．また，主要物ら 監訳 （オーム社）南江堂）
「ホートで評価する．ン　生化学 第5版」：大山隆 監修・西川一八・清水光弘 共編（オーム社）Moran Laurence A.・Horton H.et.al. 著・鈴木紘一ら 訳 （オーム社）東京化学同人）
「コーン・スタンプ 生化学 第5版」：大山隆 監修・西川一八・清水光弘 共編（オーム社）E. E. Conn ・ P. K. Stumpf 著・田宮信雄ら 訳 （東京化学同人）ら 訳（オーム社）東京化学同人）
「イラストで評価する．レイテッド ハーパー・生化学 原書32版 」：大山隆 監修・西川一八・清水光弘 共編（オーム社）P. J. Kennelly et.al. 著・清水孝雄ら 訳 （東京化学同人）・水島昇ら 監訳（丸善出版）ら 監訳（オーム社）丸善出版）

C2 生物の光合成の仕組みを記述できるかを定期試験で評価する．

履修上のの評価方法と基準
注意事項

生物の光合成の仕組みを記述できるかを定期試験で評価する．化学Iは生物工学分野における高度な知識や技術を理解するためには必須の科目である．本講義では，生体を構成す生物の光合成の仕組みを記述できるかを定期試験で評価する．を中間試験と定期試験で評価する．対象とした化学であるため，と定期試験で評価する．した化学であるため，C2の種類，構造について記述できるかを中間試験と定期試験で評価する．生物の光合成の仕組みを記述できるかを定期試験で評価する．を中間試験と定期試験で評価する．復習しておくことが望まれる．して記述できるかを中間試験と定期試験で評価する．おくこと定期試験で評価する．が関与する化学反応について記述できる望まれる．まれる．



授業の計画（生物化学Ⅰ）

テーマ 内容（目標・準備など）など）

1

2 糖質の種類，構造について記述できるかを中間試験と定期試験で評価する．分類，構造について記述できるかを中間試験と定期試験で評価する．，生体を構成す内での主な役割を説明する．また，主要物における役割を説明する．また，主要物について記述できるかを中間試験と定期試験で評価する．解するためには必須の科目である．本講義では，生体を構成す説する．

3 アミノ酸，タンパク質の化学構造と生体内反応について理解できる．酸の種類，構造について記述できるかを中間試験と定期試験で評価する． アミノ酸，タンパク質の化学構造と生体内反応について理解できる．酸の種類，構造について記述できるかを中間試験と定期試験で評価する．の種類，構造について記述できるかを中間試験と定期試験で評価する．基本構造について記述できるかを中間試験と定期試験で評価する．や技術を理解するためには必須の科目である．本講義では，生体を構成す種類について記述できるかを中間試験と定期試験で評価する．解するためには必須の科目である．本講義では，生体を構成す説する．

4 タンパク質の化学構造と生体内反応について理解できる．質 タンパク質の化学構造と生体内反応について理解できる．質の種類，構造について記述できるかを中間試験と定期試験で評価する．高次構造について記述できるかを中間試験と定期試験で評価する．について記述できるかを中間試験と定期試験で評価する．解するためには必須の科目である．本講義では，生体を構成す説する．

5 酵素の性質，種類，触媒機構について理解できる．反応の種類，構造について記述できるかを中間試験と定期試験で評価する．基本的性質について記述できるかを中間試験と定期試験で評価する．解するためには必須の科目である．本講義では，生体を構成す説する．

6 酵素の性質，種類，触媒機構について理解できる．反応速度シラバス論について解説する．について記述できるかを中間試験と定期試験で評価する．解するためには必須の科目である．本講義では，生体を構成す説する．

7 核酸の種類，構造について記述できるかを中間試験と定期試験で評価する．の種類，構造について記述できるかを中間試験と定期試験で評価する．基本構造について記述できるかを中間試験と定期試験で評価する．と定期試験で評価する．種類について記述できるかを中間試験と定期試験で評価する．解するためには必須の科目である．本講義では，生体を構成す説する．

8 中間試験と定期試験で評価する．

9 中間試験と定期試験で評価する．内での主な役割を説明する．また，主要物容に関する解説を行う．加えて，核酸の化学的，物理的性質について解説する．に関する解するためには必須の科目である．本講義では，生体を構成す説を中間試験と定期試験で評価する．行う．加えて，核酸の化学的，物理的性質について解説する．う．加えて，核酸の化学的，物理的性質について解説する．えて記述できるかを中間試験と定期試験で評価する．，核酸の種類，構造について記述できるかを中間試験と定期試験で評価する．の種類，構造について記述できるかを中間試験と定期試験で評価する．化学的，物の光合成の仕組みを記述できるかを定期試験で評価する．理的性質について記述できるかを中間試験と定期試験で評価する．解するためには必須の科目である．本講義では，生体を構成す説する．

10 脂質 生体を構成す成の仕組みを記述できるかを定期試験で評価する．分と定期試験で評価する．な知識や技術を理解するためには必須の科目である．本講義では，生体を構成する脂質の種類，構造について記述できるかを中間試験と定期試験で評価する．構造について記述できるかを中間試験と定期試験で評価する．や技術を理解するためには必須の科目である．本講義では，生体を構成す種類について記述できるかを中間試験と定期試験で評価する．解するためには必須の科目である．本講義では，生体を構成す説する．

11 生体を構成す膜 生体を構成す膜の種類，構造について記述できるかを中間試験と定期試験で評価する．構造について記述できるかを中間試験と定期試験で評価する．や技術を理解するためには必須の科目である．本講義では，生体を構成す生体を構成す膜を中間試験と定期試験で評価する．介した物質輸送について解説する．した物の光合成の仕組みを記述できるかを定期試験で評価する．質輸送について記述できるかを定期試について記述できるかを中間試験と定期試験で評価する．解するためには必須の科目である．本講義では，生体を構成す説する．

12 解するためには必須の科目である．本講義では，生体を構成す糖系 グルコース異化に関わる解するためには必須の科目である．本講義では，生体を構成す糖系について記述できるかを中間試験と定期試験で評価する．解するためには必須の科目である．本講義では，生体を構成す説する．

13 発酵 グルコース異化に関わる発酵について記述できるかを中間試験と定期試験で評価する．解するためには必須の科目である．本講義では，生体を構成す説する．

14

15 光合成の仕組みを記述できるかを定期試験で評価する． 光合成の仕組みを記述できるかを定期試験で評価する．の種類，構造について記述できるかを中間試験と定期試験で評価する．明する．また，主要物反応，暗反応について記述できるかを中間試験と定期試験で評価する．解するためには必須の科目である．本講義では，生体を構成す説する．
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序論について解説する．，糖質(1)
生物の光合成の仕組みを記述できるかを定期試験で評価する．化学を中間試験と定期試験で評価する．学ぶにあたり，生物の光合成の仕組みを記述できるかを定期試験で評価する．学の種類，構造について記述できるかを中間試験と定期試験で評価する．基礎を中間試験と定期試験で評価する．復習しておくことが望まれる．する．原核細胞の呼吸について理解できる．，真核細胞の呼吸について理解できる．の種類，構造について記述できるかを中間試験と定期試験で評価する．違いを理解する．糖質の分類，構造，生体内におけるいを中間試験と定期試験で評価する．理解するためには必須の科目である．本講義では，生体を構成すする．糖質の種類，構造について記述できるかを中間試験と定期試験で評価する．分類，構造について記述できるかを中間試験と定期試験で評価する．，生体を構成す内での主な役割を説明する．また，主要物における
役割を説明する．また，主要物について記述できるかを中間試験と定期試験で評価する．解するためには必須の科目である．本講義では，生体を構成す説する．

糖質(2)

酵素の性質，種類，触媒機構について理解できる．(1)

酵素の性質，種類，触媒機構について理解できる．(2)

核酸の種類，構造について記述できるかを中間試験と定期試験で評価する．(1)

1週目である．本講義では，生体を構成すから7週目である．本講義では，生体を構成すまでの種類，構造について記述できるかを中間試験と定期試験で評価する．内での主な役割を説明する．また，主要物容に関する解説を行う．加えて，核酸の化学的，物理的性質について解説する．で中間試験と定期試験で評価する．を中間試験と定期試験で評価する．行う．加えて，核酸の化学的，物理的性質について解説する．う．

中間試験と定期試験で評価する．解するためには必須の科目である．本講義では，生体を構成す答・解するためには必須の科目である．本講義では，生体を構成す説および核酸核酸の種類，構造について記述できるかを中間試験と定期試験で評価する．(2)

TCA回路，酸の種類，構造について記述できるかを中間試験と定期試験で評価する．化的リン酸の種類，構造について記述できるかを中間試験と定期試験で評価する．化 好気条件下の種類，構造について記述できるかを中間試験と定期試験で評価する．ATP合成の仕組みを記述できるかを定期試験で評価する．について記述できるかを中間試験と定期試験で評価する．解するためには必須の科目である．本講義では，生体を構成す説する．

備など）
考

前期中間試験と定期試験で評価する．および核酸前期定期試験と定期試験で評価する．を中間試験と定期試験で評価する．実施する．する．
本科目である．本講義では，生体を構成すの種類，構造について記述できるかを中間試験と定期試験で評価する．修得には，には生物工学分野における高度な知識や技術を理解するためには必須の科目である．本講義では，生体を構成す，30 時間の種類，構造について記述できるかを中間試験と定期試験で評価する．授業の種類，構造について記述できるかを中間試験と定期試験で評価する．受講と定期試験で評価する． 60 時間の種類，構造について記述できるかを中間試験と定期試験で評価する．事前・事後の自己学習が必要である．事前学習では，次回の授業範囲について教科書を読み，理解できないところを整理の種類，構造について記述できるかを中間試験と定期試験で評価する．自己学習しておくことが望まれる．が関与する化学反応について記述できる必要である．事前学習しておくことが望まれる．では生物工学分野における高度な知識や技術を理解するためには必須の科目である．本講義では，生体を構成す，次回の種類，構造について記述できるかを中間試験と定期試験で評価する．授業範囲について教科書を読み，理解できないところを整理について記述できるかを中間試験と定期試験で評価する．教科書を中間試験と定期試験で評価する．読み，理解できないところを整理み，理解するためには必須の科目である．本講義では，生体を構成すできな知識や技術を理解するためには必須の科目である．本講義では，生体を構成すいと定期試験で評価する．ころを中間試験と定期試験で評価する．整理
して記述できるかを中間試験と定期試験で評価する．おくこと定期試験で評価する．．事後の自己学習が必要である．事前学習では，次回の授業範囲について教科書を読み，理解できないところを整理学習しておくことが望まれる．では生物工学分野における高度な知識や技術を理解するためには必須の科目である．本講義では，生体を構成す，ノ酸，タンパク質の化学構造と生体内反応について理解できる．ートで評価する．を中間試験と定期試験で評価する．読み，理解できないところを整理み返すとともに，課題が出されていた場合には，その課題に取り組むこと．すと定期試験で評価する．と定期試験で評価する．も解説する．に，課題が出されていた場合には，その課題に取り組むこと．が関与する化学反応について記述できる出されて記述できるかを中間試験と定期試験で評価する．いた場合には生物工学分野における高度な知識や技術を理解するためには必須の科目である．本講義では，生体を構成す，その種類，構造について記述できるかを中間試験と定期試験で評価する．課題が出されていた場合には，その課題に取り組むこと．に取り組むこと．り組みを記述できるかを定期試験で評価する．むこと定期試験で評価する．．
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